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七
十
六
人
、
平
成
十
七
年
千
九
百

七
十
四
人
で
、
約
五
％
減
少
し
て

い
ま
す
。

高
齢
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
人

口
は
、
平
成
七
年
四
百
六
十
六
人

（
二
二
・
五
％
）、
平
成
十
二
年
四

百
八
十
九
人
（
二
三
・
五
％
）、
平

成
一
七
年
五
百
三
十
八
人
（
二
七

・
三
％
）
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

十
五
歳
以
下
人
口
は
、
平
成
七

年
三
百
三
十
八
人（
一
六
・
三
％
）、

平
成
十
二
年
二
百
八
十
一
人
（
一

三
・
五
％
）、
平
成
十
七
年
二
百
二

十
三
人
（
一
一
・
三
％
）
と
少
子

化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
少
子
・
高
齢
化

が
進
む
中
で
、
高
齢
者
で
一
人
暮

ら
し
の
世
帯
が
増
え
、
現
在
六
十

五
歳
以
上
で
八
十
三
世
帯
、
内
七

十
五
歳
以
上
は
五
十
四
世
帯
で
す
。

村
で
は
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し

の
方
々
を
中
心
に
、
生
活
に
不
便

を
感
じ
て
い
る
方
の
手
伝
い
を
す

る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
現
在
十
四
名
の
方
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は

日
常
生
活
で
人
と
交
流
す
る
機
会

の
少
な
い
高
齢
者
の
方
々
を
中
心

に
、
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り

ゲ
ー
ム
や
散
歩
、
入
浴
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
事
業
で
、
現
在

二
十
五
名
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
や
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
は
介
護
保
険
が
認
定

さ
れ
た
方
々
が
利
用
さ
れ
る
事
業

で
す
が
、
認
定
さ
れ
て
い
な
い
方

も
利
用
で
き
る
「
生
き
が
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
」
も
実
施
さ
れ
て
お
り

気
軽
に
運
動
や
趣
味
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

次
に
、
高
齢
者
が
自
由
に
交
流

で
き
る
施
設
と
し
て
、
平
成
十
二

年
度
に
生
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

や
囲
碁
な
ど
趣
味
の
仲
間
の
方
々

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
高
齢
者
の
方
の
特

技
を
生
か
し
た
「
生
き
生
き
事
業
」

を
実
施
し
て
お
り
、
先
日
の
文
化

祭
で
発
表
さ
れ
た
切
絵
の
講
座
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

健
康
維
持
の
事
業
と
し
て
は
、

虻
田
町
と
合
同
で
「
中
島
ウ
ォ
ー

ク
」
や
「
史
跡
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
ク
」

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
生
き
が
い
交
流
セ

ン
タ
ー
を
多
く
の
方
に
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
趣
味
と
特
技
を
生
か

し
た
講
座
を
実
施
す
る
と
と
も
に

高
齢
者
に
合
っ
た
軽
ス
ポ
ー
ツ
教

室
な
ど
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

中
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
高
齢
者

の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
課
題
と
し

た
総
合
的
な
学
習
な
ど
で
、
気
軽

に
施
設
を
利
用
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

【
和
泉
ま
り
も
議
員
】

【
質
問
】
洞
爺
村
に
は
、
シ
ソ
、
ア

ス
パ
ラ
な
ど
た
く
さ
ん
の
農
業
特

産
物
が
あ
る
が
、
洞
爺
湖
町
に
な

っ
て
も
特
産
物
と
し
て
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
し
、
農
業
を
活
性
化
さ
せ

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

洞
爺
村
の
主
な
産
業
は
農
業
で

す
が
、
農
業
を
さ
ら
に
活
性
化
さ

せ
る
た
め
の
具
体
的
な
政
策
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

【
答
】
洞
爺
村
に
は
、
シ
ソ
、
ア
ス

パ
ラ
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
道
全

国
に
誇
れ
る
セ
ル
リ
ー
、
長
い
も
、

ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
農
業
特
産
物
、

そ
れ
ら
を
加
工
し
た
シ
ソ
ジ
ュ
ー

ス
や
香
り
漬
け
な
ど
の
加
工
品
が

あ
り
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
マ

ス
コ
ミ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
な
ど
、
機
会
あ
る
ご
と
に
、

全
道
・
全
国
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
き
て

い
ま
す
。

町
村
合
併
に
よ
り
、
洞
爺
湖
町

に
な
り
ま
し
て
も
、
農
業
が
重
要

な
産
業
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。
合
併
後
は
、
現
虻

田
町
の
漁
業
と
観
光
、
そ
し
て
現

洞
爺
村
の
農
業
が
結
び
つ
く
こ
と

に
よ
り
、
全
国
的
に
観
光
地
と
し

て
有
名
な
こ
と
を
い
か
し
て
、
洞

爺
湖
を
訪
れ
る
観
光
客
に
Ｐ
Ｒ
を

し
て
い
く
な
ど
、
合
併
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
を
活
用
し
な
が
ら
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、
農
業
特

産
物
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま

す
。現

在
の
農
業
は
、
農
畜
産
物
の

輸
入
自
由
化
や
市
場
開
放
な
ど
国

際
化
が
進
み
、
農
畜
産
物
価
格
の

低
迷
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
環
境

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問

題
や
食
の
安
全
性
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
る
中
、
国
民
全
体
が
農
業

に
対
し
て
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の

使
用
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
た
、

よ
り
安
全
で
高
品
質
な
農
産
物
の

供
給
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
村
で
は
、
農
薬

や
化
学
肥
料
の
少
な
い
ク
リ
ー
ン

な
農
業
技
術
で
、
安
心
で
美
味
し

い
農
産
物
を
消
費
者
に
提
供
す
る

「
ク
リ
ー
ン
農
業
」を
推
進
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
農
業
の

基
本
と
な
る
「
土
づ
く
り
」
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
土
づ

く
り
」
の
た
め
に
村
で
は
、
え
ん

麦
、
ひ
ま
わ
り
、
は
ぜ
り
草
等
を

植
え
、
そ
れ
を
堆
肥
と
し
て
畑
に

鋤
込
む
緑
肥
事
業
に
補
助
を
行
い
、

元
気
な
土
づ
く
り
、
安
全
で
元
気

な
作
物
が
収
穫
で
き
る
よ
う
今
後

も
ク
リ
ー
ン
農
業
を
推
進
し
新
町

に
な
っ
て
も
活
力
あ
る
農
業
の
推

進
を
図
り
ま
す
。


